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リサイクルボツクスの異物 電池破裂して燃えた物体が選別ラインに 危険と背中合わせで資源循環
を死守するガラスリツーシング

ッЩ働1オ 33離甲500                 食 品 新 周

自販機リサイクルボックスに入れられるペットボ トル (PET)や缶などの使用済み飲料空容器はメー

カーやオペレーターに回収された後、営業所で一時保管され、次に空容器を種類別に選別・加工する

中間処I里施設に回される。

(▼lfl 中間処理施設で選別・加工されてペール状に圧縮されたPET・ ア)レミ・スチール・瓶の各素材が再商

品化事業者 (リサイクラー)に販売されることで資源循環は成り立っている。

ガラスリツーシング8棟 に搬入される

欲料空容器の回収袋。床は袋から漏

れ出る

'夜

体による腐食防止や滑り止

め防止のため特殊コーテイングがさ

れている。

さまざまな危険にさらされながら資源循環を死守すべく危機管理を徹底するのは、千葉県成田市に

国内最大規模の中間処I里施設 (成田工場)を持つガラスリソーシング (株 )。

創業者の伊藤憲―会長は「災害や何があつても空容器を引き取るというのが我々の約束事。当社は

メーカーさまと歩み、メーカーさまを支えていくという気持ちでこのような設備をしている。改善す

べき点はまだまだたくさんあり、いい事例をつくり全国に広めたい」と意欲をのぞかせる。

3万4650平米の広大な敷地の成田工場に、東京 。神奈川・千葉・茨軌・栃木から持ち込まれる欲料

空容器の搬入量は1日 70～ 80t。 処理能力は1時間に15t程度で1日 5.5時間ほどの稼働で全て処理して

いる。

カラスリソーシンノフ創業者の伊藤憲

一会長

このことから中間処理施設は、リサイクルに欠かせない重要拠点である一方、リサイクルボックス

に心なく入れられる異物の被害を一身に引き受けている拠点でもある。

伊藤孝展副社長は「一番の特徴は量をこなせる点。夏場になると大量のPETが押し寄せるが、定時で

これだけの量をこなせるのは当社だけ。もし何かあつたときも24時間まわせば対応可能だと考えてい

るJと説明する。

このような規模感に加えて、Aグレードレベルの高品質PETベール (PETを圧縮 ,4困包したもの)を

生み出している点や環境に固己慮した点も強みとする。

高品質PETを リサイクラーに販売することで、飲料業界が一丸となつて取り組んでいる使用済みPET

を回収・再生して新しいPETに生まれ変わらせて循環利用するボ トルtoボ トルリサイクルに貢献してい

る。

翁

軽可|

書

等
群

カラスリツーシングの伊藤孝展副社

長

●

．

,
●
　
　
　
，

，

●
・

httpsi〃 ncws,yahoo.cojp/articles/27d67911つ 7117fdafc3flac9abdleeb090b753dd 2021/09/13

AD-17
テキスト ボックス

AD-17
テキスト ボックス

AD-17
テキスト ボックス



リサイクルボックスの異物 電池破裂して燃えた物体が選別ラインに 危険と背中.¨  Page l ofl
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環境配慮では排水処理施設を設置し、飲み残し容器をプレスした際に出される液体などの排水を河

川放流できるレベルにまで処理している。

台風や地震など自然災害発生時でも資源循環の輪を守る対策としては、彩源 (埼玉県深谷市)とベ

ストトレーデイング (神奈川県厚本市)の中間処理企業2社と災害協定を締結。

排水処理施設。処理能力は1日

200t。

「災害が起こつても搬入・搬出を止めることはできない。何が起こっても使命を果たせるように協

定を結び、膨大な敷地を必要とする。焼却に出すときも、コロナで焼却炉が一杯になつてしまうと出

せるようになるまで保管しないといけない。このように入と出の両方で挟まれるのが中間処理Jと述

べる。

人の手でも異物を取り除く

持続的な経営には、リサイクルボックスヘの異物投入を無くすことも有効。

異物による被害の一例について「破袋機の刃を何十枚と交換しなければならず、アルミ選別機にペ

ンチが入つて壊れると100万円がポンと出ていつてしまう。最近、異物で多いのが乾電池やリチウムイ

オン電池で、破袋機のちよつとした衝撃で破裂して燃えながらベルトコンペアーで運ばれてきたりす

るJと言吾る。

このような被害を極力減らすべく、同社では様々な異物混入を想定し、機械メーカーと相談しなが

ら投資を行うなど対策をこうしているという。

成田工場では、B棟とC棟の2つの建屋で飲料空容器の選別・加工を行つている。

B棟で搬入と混合容器 (PET,缶・瓶)の選別を行い、この中からPETのみC棟に運ばれラベル剥離

と洗浄の工程を経て国内循環に適したAグレードレベル品質へと引き上げられる。

ラインは総して一回では難しい選別・異物除去を何度も行いふるいにかける仕組みになつている。

ふるじЧこかけらえる様子 B棟は2ラインあり、空容器入りの回収袋を破袋機に入れてビニール袋と空容器を選別。ビニール袋

は風力で異物が取り除かれプレスされる。

破袋機で取り切れなかつた大きなビニール袋ほか石や金属など機4歳を壊す恐れのあるものを人の手で取り除いていく。

次に鉄を吸着させる磁選機でスチール缶を選別し、その後、風力選別機と電磁式選別機でアルミ缶とPETから異物を除去される。

アルミ缶とPETは、大小2台のアルミ選別機を通つて分離される。それぞれ、電磁式で取り切れなかつた電池やガラスなど細かいゴ

ミが落され、光学自動選別機に入つて (1)空容器 (2)瓶と中味入り容器 (3)ゴミの3種分別が行われる。

瓶と中味入り容器は人の手でさらに分けられ、アルミ缶もゴミを極力減らすぺく人の手で最終チェックされる。

B棟で選別されたPETはベルトコンベアーでC棟に搬送され、その後の工程を効率よく行うため一度

プレスされる。プレスで容積を減らした後、固まつてしまつたPETを F,f日梱機にかけてノ(ラノくラにする。

以降、選別機でB棟では取り切れなかつた鉄を除去し3台のラベル剥離機でラヘジレが剥がされる。

ラヘリレを剥がされ光学選別機で選別されたされいなPETは洗浄と脱水を経てプレス機に入れられる。

一方、ラヘルを剥がしきれなかつたPETは再び剥離機 ,光学選別機に入れられ、できるだけ資源循環 PETのラヘ
'レ

を員lがす0東の内観

させる工夫が施されている。

分離されたラベルもプレスされ、ラヘリレのペール品はRPF(国形燃料)として活用される。
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